
【１－１　主な取組】

【１－２　主な取組の実施状況】

〇 1 Ｒ７年度と同事業を行う
2 新規事業を行う
3 改善を行う
4 その他

〇 1 Ｒ７年度と同事業を行う
2 新規事業を行う
3 改善を行う
4 その他
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花の咲く地域づくりと観光振興

美しい町並みと快適・安心空間
の形成
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主な
取組

Ｒ７年度に実施した具体的な取組内容と成果 Ｒ８年度に実施予定の具体的な取組内容

※上記で1以外を選択した場合は、その内容を
簡潔に記入

※上記で1以外を選択した場合は、その内容を
簡潔に記入

ア

（ア）河津桜、ジャカランダ等花木の育成
　上浦地域創生支援協議会が主体となり、「にいなめフラワーパーク」の維持管理
を定期的に行った。また、3月12日には植樹会を開催し、緑の募金を活用して上浦
地域の各所に河津桜８本、ソメイヨシノ２本、ツツジ３０本を植樹した。
（イ）瀬会公園の桜の再生
　瀬会公園の景観支障木を伐採し、眺望の改善に努めた。公園内のソメイヨシノや
瀬会海岸にある花木園(梅、桃、桜等)の管理を継続し、美しい眺望を保つ取組を
行った。
（ウ）上浦へのお花見ルートの確立
　蒲戸地区において、にいなめファーム推進協議会が通年事業として、四季折々の
花々を植えている。また、隣接するにいなめフラワーパークでも年２回花を植え、
年間を通して地区内外から多くの人が訪れるようになった。
（エ）観光ポイントの整備
　毎年恒例の豊後二見ヶ浦のしめ縄張替え事業（12/13）を開催し、12/24から1/4
までライトアップを行った。また、遊歩道にイルミネーションを装飾し、市内外の
多くの観光客で賑わった。にいなめフラワーパークには、オートキャンプ場（2台
分）や花壇を整備し、憩いの場としての提供を行った。
（オ）マグロを活用した地域振興
　「かみうらみんなのまつり」（10/8）を開催し、多くの来場者で賑わった。その
中で目玉としてマグロの試食会を行い、市内外に広くＰＲをした。

イ

（ア）地域の草刈り等の支援
　振興局管内の市道や河川、漁港、公園等の緊急を要する補修等について、佐伯創
生総合推進対策事業（地域基盤維持事業）（12件）により速やかな対応を行った。
また、地区からの要望に基づき、振興局職員が対応可能な業務について積極的に処
理した。
（イ）県道改良と越波対策
　県道四浦港津井浦線の越波対策の事業化を進めるため、地区からの要望を毎年行
い、佐伯土木事務所の協力により消波ブロックを設置した。また、津久見・大浜・
蒲戸間の県道拡幅工事も徐々に進捗している。
（ウ）地域の医療体制の充実
　津久見市の医師に依頼し、上浦派出所で月に１回の巡回診療を実施している。利
用人数はのべ144人で、平均12人/回であった。
（エ）高齢者の移動手段の確保と支援
　コミュニティバスの運行は、平日に佐伯市内行きが７便、帰りが６便と利便性が
高い。その他の公共交通機関としてはＪＲも利用可能である。減便や時間の都合で
巡回診療等で不便を感じる方については、振興局で独自に対応している。
（オ）移動販売の活用と買い物支援
　地域内には数件の個人経営の商店があるものの、買い物が困難な高齢者について
は、民間業者による移動販売が各地区を定期的に巡回することで、最低限度の食料
品や生活雑貨の購入が確保されている。今後も引き続き行ってもらえるよう、申し
入れを行っている。
（カ）子どもたちの各種体験支援
　公民館事業として、旧姉妹町の竹田市荻町との交流事業で稲刈りやしめ縄飾り作
製体験を実施した。また、夏休みの学習支援活動や放課後体験学習、土曜日のチャ
レンジ教室事業などを行い、豊後二見ヶ浦事業実行委員会では、東雲中学生やＰＴ
Ａ等と正月用しめ縄飾りの作製体験事業(12/5：45人)を行った。にいなめファーム
推進協議会では放課後児童クラブでの農業体験(年12回)を行った。上浦振興局では
東雲小・中学校に植樹体験や、みんなのまつりで中学校に運営補助等祭りに参加し
てもらい地域住民と交流などの社会体験を行った。また、鶴谷中学校の地域別学習
(11/19：16人)を受け入れ、藁すき体験など上浦管内の観光名所や歴史に触れる活
動を行った。
（キ）新たなコミュニティ組織づくりの推進
　令和7年3月16日に設立総会・記念式典を行い、上浦地域コミュニティ協議会を発
足した。草刈り支援4件/年、12月からは地域食堂をスタートし、12月・１月・３月
と３回開催した。また、振興局と連携しみんなのまつりを開催、各関係機関と協力
し様々な活動を行っている。

資料３



【１－３　主な取組（Ｒ７年度実施）による評価】

【２－１　目標指標】

【２－２　目標指標による評価】

【３－１　重点プロジェクト】　※各振興局所管の地域活性化分野のみ

【３－２　重点プロジェクトの具体的な実施状況評価】　※各振興局所管の地域活性化分野のみ

〇 Ｒ７年度と同事業を行う
2 新規事業を行う
3 改善を行う
4 その他

〇 1 Ｒ７年度と同事業を行う
2 新規事業を行う
3 改善を行う
4 その他

【３－３　重点プロジェクト（Ｒ７年度実施）による評価】

評価 評価理由 平均評価

ア Ａ

　さいき花の楽園構想推進事業補助金等を活用し、上浦管内に四季折々の花を植え、きれいな花の咲く地
域づくりに取り組んだ。また、にいなめフラワーパークでの植樹会や豊後二見ヶ浦のライトアップや初日
の出イベントを開催、上浦の魅力を発信し多くの観光客を呼び込んだ。
　「花の咲く地域づくと観光振興」は順調に進んでいると評価した。

イ Ａ

　佐伯創生推進総合対策事業（地域基盤維持事業）を活用し、管内の市道や河川、漁港、公園等の緊急を
要する維持補修事業を実施した。また、地域住民と協力して海岸清掃を実施したり、子どもたちと各種体
験事業行うことにより地域住民の安心・安全な環境づくりに取り組んだ。「美しい町並みと快適・安心空
間の形成」は順調に推移していると評価した。

目標内容 基準値・年度
実績値

【Ｒ７年度】
目標値

（令和７年度）
目標値

（令和９年度）

(1) 観光等客数
63,143人／

年
R3 51,312人／年 69,711人／年 73,000人／年

評価 評価理由 平均評価

(1) Ｂ

　令和７年度の目標値 69,711人に対して、実績値は 51,312人となり、目標を達成することができなかっ
た。要因としては、基準値および目標値を測定していたデータソースが令和8年2月に変更となり、これま
でのデータに比べて数値は正確ではあるが低く示されるようになったこと。また、しおさいの里が指定管
理者の都合により９月末で閉業したことと、7月に開催予定であった「海まつり＆日本一短い花火大会」は
悪天候のため中止となったことも要因である。しかし、豊後二見ヶ浦には毎日多くの観光客が訪れてお
り、正月三が日には初日の出スポットとして3,000人を超すにぎわいをみせた。昨年まで開催していた「か
みうら食まつり」はコミュニティ協議会と連携し、「かみうらみんなのまつり」と名称を変えて開催し、
多くの人でにぎわい市内外に向けて上浦の魅力を発信した。
　「海まつり＆日本一短い花火大会」の観光客数（推計）は約2,000人で、しおさいの里が継続していた場
合の１０月から３月末にかけての観光客数（推計）は約17，000人であり、実績値51,312人に加算すると
70,312人となるため評価をBとした。

Ｂ

重点プロジェクト名

　「かみうらみんなのまつり」を開催し、多くのお客様でにぎわった。その中で生本マグロの刺身を無料
提供し、上浦の生本マグロの存在と美味しさをアピールし、知名度の向上及び交流人口の増加と地域の活
性化に寄与した。また、今年度は、3月の植樹会の際にも生本マグロの試食を行い新聞、ケーブルテレビに
取り上げていただき、更なるPRが出来たことから順調に推移していると評価した。

① 花の咲く上浦づくり

② 生本マグロの活用

Ｒ７年度に実施した具体的な取組内容と成果 Ｒ８年度に実施予定の具体的な取組内容

※上記で1以外を選択した場合は、その内容を
簡潔に記入

※上記で1以外を選択した場合は、その内容を
簡潔に記入

Ａ

①

　にいなめフラワーパークを観光スポットとして、年間を通してジャカランダをは
じめとした花木の手入れ等の維持管理を行うとともに、河津桜や花の植栽活動を
行った。また、隣接するにいなめファームも活力向上事業を利用し、四季折々の花
を植え、花の名所づくりに取り組んだ。
　緑の募金事業を活用して河津桜、ソメイヨシノ、ツツジを植栽し、地域住民の憩
いの場づくりと交流人口の増加、地域の活性化の手段とした。

②

　「かみうらみんなのまつり」（10月5日）を開催し地域内外からのお客様でにぎ
わった。その中で生本マグロの刺身を無料提供し、上浦の生本マグロの存在と美味
しさをアピールし、知名度の向上と交流人口の増加と地域の活性化に寄与した。
　また、今年度は、にいなめフラワーパーク東雲小中学校植樹会の際にも一般の
方々に広く声掛けし、生本マグロの刺身を試食し更なるPRを行った。

Ａ

評価 評価理由 平均評価

① Ａ

　年間を通してジャカランダ・河津桜等の花木の手入れを行うとともに、3月には東雲小・中学校の児童生
徒及び地域住民と一緒に植樹会を行った。地域住民と一体になって交流人口の増加、地域活性化を目指
し、地域コミュニティの再構築にも繋がっており順調に推移していると評価した。

② Ａ



【４　総合評価と今後の施策展開について】

総合評価 課題と今後の施策展開について

Ａ

　豊後二見ヶ浦のライトアップやニューイヤー花火など様々なイベントを開催し、市内外に向けて上浦の魅力を発信してい
く。また、「さいき花の楽園構想推進事業」に基づき管内の花木園の維持管理を行い、にいなめファームについては今後も花
づくり・野菜づくりを積極的に展開し、多くの関係人口創出に向けた取組や自主財源確保に向けた取組を行っていく。
　「生本マグロの活用」については、上浦地域コミュニティ協議会と連携して認知度向上のため、マグロのＰＲを中心とした
事業を行う予定である。また、新たな水産会社が上浦でマグロ養殖に参入したことにより更なる知名度の向上が期待できる。
　引き続き、豊後二見ヶ浦や瀬会海岸、暁嵐の滝などの恵まれた自然環境資源を有効活用するとともに、きれいな花の咲く上
浦づくりを進め、上浦を訪れる人々から愛されるまちとなることを目指す。


